Distribution of raccoon dogs (Nyctereutes procyonoides viverrinus) and masked palm civets (Paguma larvata) in the western area of Kawasaki City, central Japan. by 神田 聡美 & 高岡 貞夫
43
川崎市西部におけるホンドタヌキとハクビシンの分布図の作成
神田聡美1 ･高岡貞夫
専修大学文学部
Distribution of raccoon dogs (NycteTeuteS PrOCyOnOL'des vL'I7eL･n'nus) and
masked palm civets (PagTLma laLVata) in the western area of Kawasaki City, central Japan.
Satomi Kanda and Sadao Takaoka
Department of Geography, Senshu University
要旨　神奈川県川崎市の西部地域を対象として､タヌキとハクビシンの生息状況に関する聞き
取り調査を実施した｡調査は町丁目を単位に行い､360地区に住む18000人の住民から得られた
目撃情報から､タヌキとハクビシンの分布図を作成した｡また､川崎市青少年科学館が作成し
ている､噛乳類発死体収集登録台帳の記録も参考にして､川崎市西部地域におけるにタヌキと
ハクビシンの分布の特徴を整理した｡
1.はじめに
東京に生息する晴乳類は､都市化の進行とともに東京西部に後退していった歴史がある(千羽,
1973) ｡ 1920年代に東京の区部にも生息していたホンドタヌキ(Nyctez･eutes pz10CyOnOl'des vl'vem'nus
以下､タヌキとする)､ホンドキツネ(Vulpes vulpesjaponl'ca)､ニホンイタチ(Mustela l'tatsl')は､
1970年代には八王子市の山地部より西の地域にしか見られなくなった｡しかしその後､これらの晴乳
類の中には都市化が進んだ地域に再び生息するようになったものがある｡例えばタヌキは東京郊外の
緑地や住宅地で観察されるようになり(塩沢ほか, 1984;山本, 1993;金子ほか, 2008など),さらに
は皇居や赤坂御用地､自然教育園､新宿御苑など､区部にある面積の大きい緑地でも観察されるよう
になった(Endoeta1.,2000;手塚･遠藤, 2005;久居, 2007;酒向ほか, 2008;吉野, 2010)｡
本研究で調査対象地域とした神奈川県川崎市西部は多摩丘陵の北部に位置し､宅地化が進んだも
のの樹林地や農地が点在する｡多摩区と宮前区の境界部に位置する生田緑地(179.3ha :ゴルフ場など
も含む)の周辺ではホンドキツネ､タヌキ､ニホンイタチ､ハクビシン(Pagumalarvata)､アライグ
マ(Procyon lotor)､ニホンノウサギ(Lepus brachyuz･us)などの晴乳類が生息している(園田･倉本,
2004)｡川崎市におけるタヌキについては､目撃情報や尭死体の情報から分布図が作成されており､特
に川崎市西部の4つの区で分布密度が高いことが示されている(木下･山本, 1996)｡
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都市周辺部への近年の野生動物の進出にともない獣害やロードキルの問題が起きているが､野生動
物との共存を考えるためには､動物が都市化した地域のどのような環境を利用して生息しているのか
を理解することが重要である｡そのためには､個体レベルでの行動特性を知ること(山本, 1993;山
本ほか, 1996)と同時に､木下･山本(1996)が試みたような､より広域的な分布を把握することも必
要であろう｡
本研究は川崎市西部を対象に､野生動物の生息場所やロードキル発生場所が土地利用とどのような
関係にあるのかを分析するための基礎として､タヌキとハクビシンの分布を詳細に把握することを目
的に行われた｡同一の精度で対象地域全体の調査を実施し､タヌキとハクビシンの分布図を作成した｡
『川崎市統計書平成23年(2011年)版』によると､市内の農地や山林は現在も減少を続けており､野生
動物の生息状況も変化を続けている可能性がある｡野生動物の詳細な分布を記録しておくことは､継
続的に野生動物の分布変化をみて行くうえでも意義が大きい｡
2.調査地域の概要
調査地は､戦後に急速な都市化が進んだ神奈川県川崎市の西部に位置する麻生区､多摩区､高津区､
宮前区とした(図1)｡多摩区と高津区の北縁には多摩川が流れ､多摩川沿いに沖積低地が広がるが､調
査地域の大部分は標高およそ40-110mの丘陵地である｡
多摩区北部と高津区北部の沖積低地には樹林地がほとんど存在せず､ナシを栽培する果樹園などの
農地を除いて､住宅地が広がっている(図2)｡丘陵地にかつて卓越していたコナラやクヌギの優占す
る二次林は､開発に伴って面積が減少するとともに分断化が進んでいる｡植林や低木林も含めた樹林
地は845.2haで､調査地域の10.7%の占めるにすぎない｡
3.調査方法
(l)タヌキとハクビシンの分布
2010年6月から10月にかけて､タヌキとハクビシンの生息状況に関する聞き取り調査を実施した｡
調査は町丁目を単位に行い､麻生区118地区､多摩区103地区､高津区63地区､宮前区76地区の合計
360地区とした｡一地区あたり50人､全地区で合計18000人を対象にして､タヌキまたはハクビシン
を地区内で目撃したことがあるかどうかを確認した｡なお､目撃したと答えた住民の中には､目撃時
期について明確に記憶していない人も多く､本研究で得られた目撃情報は必ずしも2010年の生息状況
を反映しているとは限らない｡
タヌキとハクビシンの目撃場所の情報は､国土地理院発行の数値地図2500(空間データ基盤)の行政
区域ポリゴンを用いて､分布図として整理した｡
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図1調査地域
基盤地図情報(数値標高モデル)250mメッシュ(標高)および10mメッシュ(標高)を使用した｡
図2　調査地域の樹林地､草地､農地の分布
環境省第6回･第7回自然環境保全基礎調査による1/25000の現在植生図を簡略化して示す｡
樹林地には高木林だけでなく低木林も含まれる｡草地は草本植物が優占する植生であるが､
ゴルフ場の芝地は含まれない｡農地には田や畑のほかに果樹園が含まれる｡
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(2)舞死体発見場所の分布
川崎市青少年科学館(かわさき宙と緑の科学館)が作成している､晴乳類巣死体収集登録台帳に記載
されたタヌキとハクビシンのうち､調査対象とする4つの区で発見され､かつ丁目レベルの位置情報
が記録されているデータを用いて分布図を作成した｡該当するデータは､タヌキが1986から2009年ま
での581件､ハクビシンが1994から2009年までの62件であった｡この台帳に記載された集死体のほと
んどは路上かその近くで発見されているため､これらの動物の生息場所を知るだけでなく､ロードキ
ル発生場所の推定にも役立つと考えた｡
4.結果と考察
(1)タヌキとハクビシンの分布
本研究で実施したタヌキに関する聞き取り調査の結果によると､目撃件数は地区によって異なるも
のの､ 360地区の全てにおいて目撃情報が得られた(図3)｡目撃件数が多い地区が特に集中するのは､
麻生区南部および西端部(はるひ野周辺)と､多摩区中南部から宮前区北部にかけてであった｡麻生区
南部には早野聖地公園､王禅寺ふるさと公園､上麻生7丁目付近などに､麻生区西端部には黒川上地
区に､多摩区中南部から宮前区北部にかけては生田緑地に､それぞれまとまった樹林地が存在してい
る｡また､前二者の地域には､農地も多く存在する｡
山本(1993)によると､生田緑地周辺におけるタヌキは､林床にアズマネザサなどが密に覆う樹林地
を休息や繁殖の場所に利用しているという｡本研究によるタヌキの目撃件数の多寡は生息密度に比例
するとは限らないが､上記のような広い樹林地や農地がタヌキの主要な生息場所を提供していると考
えられる｡しかし一方で､宮前区中南部(鷺沼周辺)をはじめ､樹林地がほとんど存在しないか､ある
いは小面積の樹林地しか存在しない地域でもタヌキが目撃されている点は注目される｡
木下･山本(1996)が示した川崎市全域のタヌキの分布図において､情報の得られた地点の密度が
高かったところは､本研究の結果(図3)においても目撃情報の多い地域であった｡また､木下･山本
(1996)ではタヌキの分布に関する情報が得られなかった麻生区西端部､多摩区北部､宮前区東部､高
津区北部および中部においても､本研究では一定の目撃情報が得られた｡調査方法が異なるので単純
な比較はできないが､タヌキが分布域を拡大したり個体数を増加させたりした可能性も考えられる｡
ハクビシンはタヌキと同様に､ 360地区の全てにおいて目撃情報が得られ､全体的にタヌキより目
撃件数が多かった(図4)｡麻生区西端部や多摩区中南部から宮前区北部にかけて目撃件数の多い地区
が集中する点はタヌキと共通するが､麻生区中央部(白鳥､古沢､五力田周辺)､高津区の北部､宮前
区東部から高津区南部にかけての地域で目撃件数が多い点はタヌキと異なっていた｡麻生区古沢周辺
には樹林地と農地がまとまって存在し､また､宮前区東部から高津区南部にかけての地域とその周辺
には､小林分化した樹林地に加えて畑や果樹園が多く存在していることは､樹林地や農地の存在が個
体数の大小に影響していることを示唆している｡
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図3川崎市麻生区､多摩区､高津区､宮前区におけるタヌキの目撃件敬
各地区で聞き取りを行った50人のうち､目撃した人の人数の分布を示す｡
図4　川崎市麻生区､多摩区､高津区､宮前区におけるハクビシンの目撃件数
各地区で聞き取りを行った50人のうち､目撃した人の人数の分布を示す｡
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図5　川崎市麻生区､多摩区､高津区､宮前区におけるタヌキとハクビシンの巣死体の発見件数
川崎市青少年科学館で記録された件数のうち､丁目レベルで発見位置がわかっているものを集計した｡
(2)発死体発見件数の推移と空間分布
タヌキとハクビシンの尭死体の発見件数は､年による差が大きい(図5)｡タヌキは1989年までは年
間10件未満であったが､ 1991年から1995年にかけては50件を超え､ 1996年以降は20件年後で推移し
てきた｡ハクビシンは2000年までは0-2件であったが､ 2001年以降に増加し､ 2009年には14件で
あった｡タヌキもハクビシンも継続的に発見されており､市街地化が進んでいる調査地域内に両者が
定着しているようすが伺える｡
上述のように､これらの巣死体はロードキルによるものが多いと考えられる｡川崎市青少年科学館
で把握できなかった発死体も存在するであろうから､図5は調査地域内で実際に発生したロードキル
件数の増減傾向を直接示すものではないが､ハクビシンは1994年以降において増加傾向にあるように
見える｡
タヌキとハクビシンのそれぞれについて､尭死体発見場所の分布図を作成した｡タヌキの莞死体は
調査地域の全体で発見されていたが､発見件数には分布の偏りが認められ､麻生区のほほ全域､多摩
区の中央部と中南部､宮前区東部から高津区南部にかけての地域で件数が多かった(図6)｡時期別に
みると､件数の多かった1991-1996年には､それ以前の期間に比べて発死体の発見される地域が拡大
し､多摩市中部や宮前区西部､宮前区東部から高津区南部にかけての地域で発見されるようになった｡
さらに1997-2009年には､麻生区西部でも発見されるようになった｡尭死体の発見される地域はタヌ
キの目撃件数が多い地域(図3)と重なる場合が多いが､高津区南部はタヌキの目撃件数が多くないの
に多数の発死体が発見されている｡
一方､ハクビシンの集死体は､麻生区のほぼ全域で発見されているのに対し､他の三区では限定的
である点が特徴である(図7)｡多摩区から宮前区にかけての地域や､高津区の北部と南部ではハクど
シンの目撃件数自体は多い(図4)にもかかわらず､発死体発見が1件もない地域が存在する｡目撃件
数が生息密度を反映しているとは限らないが､ロードキルが必ずしも生息密度に比例せず､道路幅や
道路の形状､交通量､土地利用の空間配置などの違いに影響を受けていることが示唆される｡
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図6川崎市麻生区､多摩区､高津区､宮前区におけるタヌキ巣死体の発見場所
川崎市青少年科学館で記録された発死体のうち､丁目レベルで発見位置がわかっているものの件数を示す｡
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図7　川崎市麻生区､多摩区､高津区､宮前区におけるハクビシン巣死体の発見場所
川崎耐青少年科学館で記録された紫死体のうち､丁目レベルで発見位置がわかっているものの件数を示す｡
5.おわりに
本稿では､川崎市西部を対象として､タヌキとハクビシンの目撃情報と幾死体発見場所の情報を分
布図として示した｡タヌキとハクビシンは､ともに調査地の全域で目撃されているが､地区ごとの目
撃件数には幅があり､分布にも偏りが認められた｡目撃件数が生息密度の大小を直接反映するもので
はないとしても､タヌキの目撃件数の多い地域と発死体が多く発見される地域はおおむね一致するこ
となどを考え合わせると､両者の問に一定の対応関係があるとみてよいであろう｡今後は目撃件数と
生息密度の関係を吟味しつつ､生息密度と土地利用との関係や､生息密度､道路網､土地利用などと
ロードキル発生との関係の分析を進めたい｡
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